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　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　れたのは11i23年のFir＄t　F。li・の1　・にカ11えられた時・砧，

　　　Shake・pe・・eの灘・1ん・・吻。。4α，吻・，。（制作年　？た・期は」易a）齢がしてなか醗の”磁・≧1…棟仙

　　・6・6～・6・7）醗粘まり好｝｝1・崩さなかつた劇軸っ　宇麺構が勝乎に」｝聯・ゴ鰯して…・難謝五…劇に編」・

　　f」。　S、L．B・・h・lrの讃・よると，　Shake、p，、，，敏1愚…　う欄の区分をし’tc　a．・囎・る・そ綱，え翻の1粉を取

　　劇のうちで最も構を鮒てきたイ・1・品である。f轍樋　 P）EI・“つて1囎いζ繍と・こ魏1劇がいか曝毛駄一’

　　て優れた翻で劾ながら，このようV。囎されずに余　かも淵暇の妙鮒た一即塘のとれた鯉翻欄鱒
　　り顧られなかつたのかというと，D，．J。h。，o。によれ　つている劇であるかが了鮒瞭る・）で鵬・・開所

　　ば，この劇肋欠隙その構成に麟という。こ、al，醐1　（1°callty）がすなわち場（Sce・e）である・」と・・傲1念

　　は・xからなり湯の数賄計盗2・易という緻よ咄来　醐い髭ミる蹴講齢・の薄1ゆ焔ど・うか訓1つ

　　上つている．さらにま湖所とじ（eよ　Egypt　cD　AI，。　an－一　てすばらL・いこの康11の　轍であることが鋸で獣，・識

　　d・i・，R・m・，　Messi。、，　M，se。。m，　Sy，i。，　A、h，。、，　A、、i、m　出の繊　趣・にするの1宗，か幡漱嫁の：［：火岨

　　等・一・鞭の漱な蝋嚇鋼，たり調畷さ　らない三轡鱒毬さ幽鱗嘲ぎない・・芝椒勿
　　も第三幕九場や第隙拾棚のように1萸か4行からなっ　論激　1町かブレビにでも・　1・・　’t・F　｝こ継め紘らばすばらし

　　ているものも融掘椒物廟・…行から出来　戚功を∫1慨ことだ砿
　　ているものもある．いたつ・場帳さ・・不擬踊。」壮　さらに塾この翻は闇豚作i襯ぴ撚広
　　の・う歓点は劇のヨ1動法則から・・つても，爾　畑響一1’象噸燃思鰐い引しの墜からいつて

：るﾇ撚綴織瀧ぎ灘籍騰燃　，鼻島姦繊孫欝畿
　　＋tt紀までの間…759，・8・3，　1833，・85・J　・8・。。・，・8・7，獅し撮燃価あることセよ獣の　卿）大蝋が　潔

　　・8・3，・8・・，・897，・9・・，と働＋鷹徽されたに過　めてL’研である・

犠蒲撚齢驚砿螺寒轟羅欝翻tl黙灘饗
　　れたものヵ・多く隙され，・85・年・も明外臨。飾　his　hist°「’ca’　P’ayS’と雷つてはいるが・蝉】と轍し・

　　鋤・細たと論れている．勿論一卜雄紀甑るまで　Shak鄭a「e曝燃個列に臓ず・そオ・ら敵ぐも

　　殆踊灘れなかつたの臆，d，。カ・この悲劇に勲て　のと1蒲して悲劇として鰍つてL’ない・またA・C・

　　作つたA“　f・・L・拗・畏燗燭を呼んで継し醐　B：adエeyもそ曙1霧こShakespea「ean　Trag・dy艸で轍

　　されたので，　Shak・・pea・eの・嚇llカ・再演さ禍のを　わず・舳「d　Lectu「es°n　P°et「yで扱つてL・る・歎

　　妨げたという轍・もよるであろうが，。の燦llが劒こ　獄の轄帥にも蝋で職るカ：この劇の悲臓して

　　撒が多くて，Elizab・th朝の簡素な・p，。。　th，。t，eで　噺籠直を舗1出来ない者もい？・，・・この様㍑の　紬醐・1

　　は上演が鶴であつたろ瓶舞台面瀬要椴割課　劇としての劃iiilが往姐して禍駄なし・の蜘何嫡

　　すEli・ab・th轍の劇場では上1寅が陣て困難であつた　理由によるのであろうか・私はその理齢この琢11醐っ

　　からであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一大特徴である悲劇受容にあるのではないかと思）。

・鵬翻蹴鷲泰饗＿＿識＿。　＿べ
　　礪州蝉繊縛音1瑛融嬬　　　　　る1・短つて，翻とはいかな礪昧で臨翻喋
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質1；k何であるかを少しく膨察し次ければならない。けれ　　　し，単に不宰な烈惨な結勾、に終る劇を悲劇（tragedy）と

どもこのことに就いては瀞から尽きせぬ議論が闘わさ　　　言い，悲劇な二種類に区男目している。そして前者を説明

れ・種々様々繍党があり，いまだに決蒋をみない聞題で　　するのにVirgilの，　tSunt　lacrimae　rerum　et　mentem

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mortalia　tallgunt’という言藥を用いている。彼はこの

　アリストテレスの詩学では「トラゴーディア砿然るべ　　　雷葉は訳すことが不可能であると轡つている。彼によれ

き大きさを持つてそれ自身全き，一一・・Lつの壮重なる行動を　　　ば深還なる悲劇の性質はIacrimae　rerumであつて・こ

模倣したものであり一一一哀憐と恐怖とをti「…興する出来　　　れは深奥なる巡義心（a　profound　rnoral　sense）であ

鞭含み，それを通1．て，かようなll瀦のそのカタルシ　る・ラ錨・酬1講悪・憐懲恐怖の本性㈱識（in・tinc一

ス鮪う。」と麟されており，「筋，，屡鵬，措辞，思　tive・sen・e）がなければ他人噛燦憾動させ為、こともま

惣錫面，方榊のプ梱の要素」から成立つと説いてい　た繭させら2…7・・ことも出来ない・この遵義・心こそ鮮ト

る。この六要素のうち鰻後の旋律は今1ヨは要素とは1認め　　　の：本質的な意義を解する倉旨力であゐ。しかしこの深果な

られなくなつた。勿論悲劇の成立要索を具看拝1し，n動を　　　る酒義心とは朔交で教えられる修身とか，行鋤の教訓や

模倣するもの即ち役者の行動を指示する作渚の灘：き物即　　　行為の体系を教える掌説の様なもので砿ない。偉大力奪悲

ち戯曲がなければならない。しかし定義にあるような搬　　　劇は決し・てお説教じみた教訓を与よ之るものではブよい。こ

件を満すためには戯曲や役麿の外に行鋤の場たる郷台と　　　の道義心こそ悲劇の洛化を欺しとげるに無くてにならな

観覧轡が版くてはならない要件である。悲劇が炎面に表　　　い第一要素である。なんとなれば，この溢義心とは人liN

われた要件としては役者，鮮台，観鷺噺を必要とする。　　の行動を轍こ法律や因習に守逆つてではなく，椴も深奥な

観1臨者がなければ　‘Tragedy　thrQugh　pity　and　fear　　る良心において根本的1こ本性的に識別する心を意昧する

effects　the　Pτoper　catharsis　（（，r　purgation）　of　these　　　　カ、曙）て6・あX，“　．1

emot｛Ons・，があり得なし・。悲劇とは観覧者の立場から　　　深還なる悲劇の第瓜の性質はmorta1｛aの慮識即ち人

雷うと，「舞台で役者の演ずる動作を観ていると哀憐と　　　間の蕎悩尊こ悲哀的情念を感ずる能力である。これは人生

易酬布の念が作興されて・それな樋してこれらの輪縦が本　　　を冷淡に科学的に眺めるのではなく，八情をもつて眺め

然的に瀞化される劇」ということになろう。　　　　　　　る心である。この心が疫）ればこそ偉大な戴i劇の中に登暢

　Elizabeth朝では一般1こ悲劇とはその結末が1参琳とな　　する人物や墓解トが本質的には習4ζの如何なる入間の場合

り，鹸糊人物の屍が累積するよう嫉滅に終る劇を　でも有瞬專るし，また起り得るものとして扱われ得るの

意昧した。それ故に惨鷹たる流血が悲劇の第一・F“件であ　　　である。悲劇にこの性質が無ければ観驚者の心を決して

つた。更にまた魂を揺り動かし，心臓の動悸な胸中に重　　　揺り動かすことが繊来ない。その結果悲劇の浄化は到底

く打たせ，思いを張りつめさせ，魏を本来の姿に戻らせ，　　なし得るものではない。

不幸醸轍らせ謎に礪をi）砦1忽たらしめてその機能　深遠なる舳の第三の性質は劇として巧みなものであ

を奪うというような悲壮美に満ちた壮厳さが悲劇の箆二　　　ることである。戯曲が題材，筋，構燈，性格描写，其他

の要件として認められていた。これらの要件を具備する　　の点においてそれぞれ優れて屠り，金体としても手際が

たあには更に当然のこととして栄華を誇る境遇に居る偉　　　極めて優秀なものでなければならなし」ことは勿論である

大な人物が不運や其他の原因によつてその高所から悲惨　　　が，演出演捜の按能も極めて勝れて居らねばならない。

な状態に落ち込んで・憐れな最期を逐げることが悲劇の　　　そうでなければ如何に戯曲としては優秀な傑作であつて

第三の婁件とされていた。以上三つの要件を満足に具備，　　も，その劇は観覧者の心の奥底まで透徹して行くことが．

している劇がElizabeth朝の人々には悲劇であつたり　　　1：［1来ない。それであるから悲劇の浄化は起り得ないこと

セある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になる。以上大体Harrisonの説く所を要約して現代の

　それならば現代人にとつては悲劇とは如何なる劇であ　　　悲劇論の代表としたのであるが，要するに悲劇とは教養

るか。この間題ぽ来だに解決されていない。しかし悲劇　　　のある適当な観衆の面前で醐切に演ぜられた時，観覧者

には浄化がなければならない。G．　B．Harrisonは世界の　　の情緒を完全に浄化する劇とい5ことになる。

最大悲劇と需われているものの様に劇場に．おいて情緒の　　　　いままで略述してぎたこれらのAristotleやElizabe－

ee．V・浄化を惹き起して精神の高揚（exaltation　Qf　spirit）　　thansやHarrisonの悲劇に関する諸説に照らしてみて

を覚えさせる悲劇を深遠なる悲劇（deep　tragedy）k称　　もShakespeareのAntonpt　and　CleoPatraは悲劇たるの
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　　要件を総て完全に具備しているQそれ故に悲劇であるこ　　　kespeareの悲劇ではAiiton，y　aitd　CteePatra楳・：二Sし

　　とは寸瑠も疑の余地はあり得ない。しかしながらこの悲　　　た悲劇受容が高度セこ畿わされているもの砿ない。11↓i劇に

　　劇は他の作家の悲劇とは勿論彼の他の弾県劇とも異つてい　　　は哀憐と恐怖の情カミ作興されてそれらの†櫛旨が瀕化毒れ

　　る。同じ恋愛と死とを題材としているRomeo　a・ncl　lteliet　　るのであるが，それと岡時に坐命の；1｛レ’｝しい溝癬感（’ll

　　とすら浄化の仕方の性質が非常に異つている。　　　　　　sense　of　terrible　waste　of　life：｝が通購強く伴1）の・e　l右，

　　　この悲劇はRθmeo　ancl／”lietの様にShakeSpeare　　　るoところがこの悲劇では，この浪費懇より｝1爆li劇髄鱒の

1　の初期の年代に属する作晶でなくて，悲劇時代から後期　　感が強く感じられゐのであつて，これはWalter　Oal〈es－・

　　のRomance時代へと移ろうとする過渡期の作晶であ　　　hottの述べている様にShakespeare　lj：　1，lutarchの影

　　る。Shakespeareの精神生活が暴風雨の荒れすさんだ時…　　響を強く受けた為でも亦あるかも知れないが，これが鵜

　　期を経て，やがて地平線の彼方にU－点の1麿れ間を広々と　　　の悲劇を他の悲劇と区別させているのでdi）　？o　c

　　見始めようとしていた時期の創作である。それで悲劇の

　　要素とromanceの要素との両1者をこの悲劇は包蔵して　　　　　　　　　　　　　　（III）

　　いる2期㍑の悲劇を「°m讐ce　t「讐ed・と肌でい　翻受容酬に鶴す。霊酬吻、・そ。悲撒嫌【，1

　　　しからば悲鞭容とは嫡なる意恥励うか・翻　の，蝶勒の硬容するもの，縮のみ隈附るも
　　で㈱の主人公が禰雛に聴’1参嫉遮焼て勲　の，甑人物および縮の両都共に燃す聚、もの，の

　　のであるが誠礪の悲劇ではその悲i参観腔訟が　噸類が踊疇うtとが融る謹糠ら‘ボ細吻
　　悲哀の裡にも麟勝鵬つ演持で受け容れているもの　and　Cleopat，。の翻受撫いか・t、．X，）ltyEgtl，も。，”，．、、tl，

　　がある諒焼と姓松はそうでなくとも・その劇の　り識鞭容からい燃。の撚撫、漁る柄騰嘱す
　　騨董そうした死胴惰しながらも肯難的眼け容れ　るのであろうか．・の悲劇の鋤公で踊触、般

　　るもの鵬る・壬嚥綬け容れ蟷爆1難（t・agi・　CI・・，・…との悲鞭容から撚して棚、と肺。

　　acceptance）と冨う・Walte「°akesh°ttも述べてい礁　言蒲の鵬獣よオ、ぱ，鋤。，。，，4　C，ゆ幽は

　　t／こShakspea「eの縮劇tz　V「kすべてこ5した悲鞭容の　A・…，カI　B，u・。・およびC、、、・。、　・2、，W，Tし巖。、，、，、。s

　　螺を難贈めることがHi；sl〈・7di・例えば伽”・では　Cae・a・お・び・・p・d・・との，・人で訓齢を嫌し，

獣雌汐響岱欝難諮離臨葺婁鑑欝謬紫詑欝巖撫、ll
　　I°°k・he「塑／L°°k　the「e・　1°°k　the「e！（V・　iii・31°カ・えつてCl・・・・…の勧によつて，崔，の，鋤り，藤

　　～311）・と・つてエea「勲㏄「de1’a灘きて居・も　のF・1…轍妻・して麹た・、・av・、藩忘れ，，r痢）

　　のと誤鰍て歓喜哺ちて死んでゆく・死・そe’X火臓　恋嘲れてR・m…対する忠言誠心歓、、かえつて

　　開られたLea「王螺放するものであつた・V・x　n・・R。m・販旗醐し，そのために・，・。，i。、敵ど、煎

　’hls　gh°st：°！le’　him・・ss！h・h・t・・him／Th・・　られ，遂に騰の撒A。・。。yもCI，。，、・、も鰍轟，

　　w°uld　up°n　the　「acl〈°f　this　t°ugh　w。・ld／S・re・・h　him　即ち恋の為に自ら躰分を忘融つた購せ徽繊で

　　゜ut　1°nge「・（V・　iii・　3ユ3～315）と葡1〈・ntの諜の　あり馴であつたA・…，慨囑然の撫として職

　　様に死はLear王を灘な齢力・らのがれさせるものと　する歴妊螺実鰍つたa）が。嘲で踊麟力、れて

　　して蘇はこ纏受け容れるのである・またHramletで　いる．・の様な縮明方によれば認劇する剛乏応

　　はlf　th°u’ldidst　eve「　h・1d　m・i・th・hear・・／Ab・ent　報として・の慮1】の観客の悲厳馨辞麟易i。説1卿嫌るの

　　thee　f「°m　feli・ity・whi1・・／A・d　in　thi・h・・sh　w。・ld　であるが，主松の総・麟を説明する。とが困難にな

2d「aw　thy　b・eath　in　P・i・・／T・t・11　my…ry・（V・・ii・　る。この肪はaの劇を悲劇とし・Cより騨破劇と見

…356～36°）とH・m！・tは死舗酷なこの世からのがれ　倣し教訓劇と考えているal・であつて，。の脚内容嫌

　　る天上の観H°「ati・晴つている・しかしなカ・らSh・・　く考熱囎臆・・灘か観力で編と嚇難からfe
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がれることは出来ない。ROmeo　Ctndみ躍尻が人銚の辛　　　官能性，想像，嬉限，肉然鞭ll三的感情，7神秘，情熱，寛

苦をいまだ嘗めない純真無垢な苔者逮の恋愛と死とをテ　　　大さ，人間憔，平等観，個人性などの様な肉体的肯定的

一マとした悲劇であるならぱ。Anton，pt　and　CteePatra　　　価値を重んじ，遠心的な情緒的な1広火的道徳により，遠

は人生の苦難を経て来た中年者達の濃厚な恋愛と死とを　　　大性や自由を尊んだn前1隷よApollo的で21，り，後者庶

テーマとした悲劇であると見るのがA，　iヨの通説である。　　Dionysus的であつた。　OctaviusやOctaViaはこの様な

成程折衷的にGranville－Barkerは，‘Shakespeare　is　not　　Romeの化身であり，　Cleopatraはこの様なEgyptの化

writing　a　mere　love・－story，　he　is　transplant｛ng　history　　　身であると見倣し欝る。この悲劇はこの両者の対立抗争

to　the　stage、……Atragedy　Qf　disillusion，　we　might　　より生ずるのである。　CleopatraをとりL’くEgypt人

call　it・，と雷つて単なる恋愛物藷ではなく，やはり歴史　　　はすべてこの女王に対する愛情によ，つて結合し・て属り，

を舞台に移したものであり，政治的権力を失つて行く潜　　　Octaviusな取りまく兵士遼は権力や名欝や恵1誠を理想

の幻滅の悲劇であると説明している。しかしながらこの　　　としているが，反面処生術にたけた策士でもあつた。

悲劇は歴史的慕実や権力争いは単にその背最であつて，　　　Antonyはローマ人であつたのであるが・しばらくこ

主要人物はどこまでも恋愛を中心として行動しており，　　　うした相対立する両臓界に立つていた後に・やがて

その為に死んで行くものと解する方がよいと肺。製r】ち　R・meの“1：界割舎てて愛゜）’IU：，geFで凝・Egyptの1堺即

Th・・d・・e　Sp・・ce・・膚葉・A・t・ny・・d　CI・・P・tr・，・unlike、　t・　Cl・・P・t・・腿んだのである・この様なR。meを捨

the　chi・f，ha，act，，s・f　the・ther　gve・t　t・Elg・di・s，・・e　てたA・t。・yは・一マ的価値から判1籾1すると・彼の部下

never　disillusioned，　for　they　have　llo　i！lusions　t（⊃start　　　O）Philoの鷺葉の通り・

with．　Anセony　knows　what　he　is　doing　when　he　chooseg　　　　Nay　this　dotage　Qf　our　generaPs

Egypt　instead　of　Rome，　and　thelr　deaths　are，三ls　I　　　　O’erfows　the　measure：those　his　goodly　eyes，

have　said，　part　of　the　order　Qf　things，’の方がこの悲　　　　That　o’er　the　files　and　musヒers　of　the　war

劇の核心によりよく触れているものと思われる。このよ　　　　Have　glow’d　like　plated　Mars，　now　bend，　now　turn

うにテー一マから見ればこの悲劇はRomeo　and　ftttietと　　　　The　office　and　devotion　of　their　view

同様恋愛と死であるが，一方には悲劇受容が主人公逮に　　　　Upon　a　tIミwnv　front：his　captain　heart，

殆んどなく，唯々恋の相手が死んだので絶望の余り恋ぺ　　　Which　in　the　scuffles　of　great　fights　hath　burst

の後を追って死ぬのであるが，他方は蜜ろ二人とも勝ち　　　The　buckles　on　his　breast，　reneges　aU　temper，

誇つた気持で死んで行く。この様にこの悲劇の悲劇受容　　　And　is　become　the　bellows　and　fεln

の強いのは何故であろ5か。この点を少しく明白にして　　　　To　cool　a　gipsy，s　lust，（1，　i，1～1，0）

見たいと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　you　shall　see　in　him

　主要人物の住む世界を考ll．て見ると，この悲劇では　　　The　triplo　pillar　of　the　world　transform’d

RomeとEgyptである。　RbmeとEgyptとは人坐観や　　　　Inte　a　strumpet’s　fooL（L　i・11～13）

価値判断が対照的に相異る。一方は西欧的人生観価値観　　　の様にあたら名将軍が化して娼婦の掴間となつたのであ

により，他方は東方的人生観，価値観によつている。　　　る。しかしEgyptの佃値から判断すると，　Romeをす

G．1．　Duthie，　Arthur　Swell，　S．　L・　Beヒhell，　Wolfgang　J・　　てて，　Cleopatraと相愛し合つているArltonyにとつて

Weilgart，　Robert　Speaight，　Theodore　l　Spencerの・栄渚　　　は，

達iの説くように，Romeは現世的人磁観により，　Egypt　　　　Let　Rome　in　Tiber　melt，　and　the　wide　arch

は超絶的人生観に依つている。Romeは権力主義であつ　　　　Of　the　rang・d　empire　fall　！Here　is　my　space，

て・禁欲・国家中心的思想・名誉㍉義務忠誠・理性，　　　　K｛ngdoms　are　clay：our　dungy　earth　alike

武勇・克己，儒1叩・白制・．節度，忍耐，蒲実性，実際的　　　　Feeds　beasts　as　ma11，　the　nobleness　of・1ife

常識，厳格，思慮分別，奉佳的精神といつたような精Plil　　　ls　to　do　thus　3　whell　such　a　mutual　pair，〔Embracing，

的否定的価値に重きを置ぎ，求心的な知的な限建的な道　　　　And　such　a　twain　can　do”t，｛n　which　I　bind，

徳や政治的法則的秩序を尊んだ。それ故に悪い面として　　　On　pain　of　punishment，　the　wQrld　to　weet

は利己的であり，策略的でもあつた。これに対して，　　　We　stand　up　peerless，（L　i，33～40）

Egyptは愛情主義であつて，恋愛，快楽，耽美，鷹観，　　　ローマの世界は無価値なものとなり，　Cleopatraの世界
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こそ本当の1堺であり，愛の抱1輿にそ1瓢爵kの最醤石蟄　1。ve．’（1．　ii．班補）純粋耀縮のゴi輔すばらしい陥｝

なものであり．・．その為には如何なる割の蕾しみ．も既に1融　　　のみから出来ている東方のClec｝Patraと到底ヌ1畳抗できる

悟の上である・この二人でこそ卿）愛のすばらしさが実　もので¢にない。．・．蜘抽な愛・i触昧つたA伽・・yを轍策

現轟練ることを堺に見せしめるべきであると訪こと　のため臥身御Lll；一に平気で厭様な臣一・浦1聯の女

になる。そしてAntonvはCleopatraと；iL“．に棚めて∫隆｛　　に，如何に激徳な奨人であ塔，うとも，心を溢iかれる」；5

的民主的な自由な，　　　　　　　　　　　　　　　　　な道理はない。Antonyはその懸力が余りに強いので，

　To－night　we’11　wander　through　the　streets，　and　note　　　Cleopatraと，

　The　qualities　of　people．（L　i．53～54）　　　　　　　Ant，　Would　I　had　never　seen　her！

のようなsportとか其他の逸楽や快楽に耽るのである。　　Eno．0，　sir，．you　had　then　Ieft　unseen　a　wondevful　piece

そのためP　一一・’？人のll艮には，‘he　is　not　Ant〔｝ny・（1，　i．　　　　of　work，　which　not　to　have　been　blest　withal，

57）と映ずるのである・しかしながらi断突然IC　Anto・y　　w。uld　h。ve　di，c，edit・d　y・1・，・t・’avel，（1．ii．14’9～「153）

le　Pt一マ的な世界が甦ることがあつゾこ。　　　　　逢わなければよかつノこと後悔する程で蹴，議、臆，

ele°・He　w・・di・p・・’d　t・mi・th・　b・t。・・th…dd・1・　A。t．　　　S、y　t。　m，，

　　AR°m・n・though’t　h・th　stru・k　him・（L　ii・79～80）　Wh。，e　f。，tun。，・、h。ll，i、e、higher，　Ca，、、r・、。，　mi。e？

そしてA・t。・y職のF・1・i・カミ死んだという報知と　S。。th．　Caesar・、

Sextus　P・mp・ig・がR・m・の繭敏治嫡かして鴨　　Th，，ef。，。，　O　A。，。ny，、t、y　mしby　hl，，id，　：

との轄とを鄭るとr－一・一・　xrの世界が甦つ℃髄　 Th，　d，m。n，　th、t・hy，pi，i・whi。h　keep・hee，　i、

R°meに帰るのである・しかしt・fJミらA・t・nyは1．｛・．　N。bl。，、。u，、、，。u、，　h」gh，。。m、t。h、bl，，

56～71の゜・tavi・・曙漁・ある様姻漱灘・耐え　Whe，e　Cae、a，・、　i、　n。t，　B。t。e、，　hirn，　thy　a。9，1

て来た゜…マ白蜥値から謝なら昏撮敬派嬬・灘苔　B，c。m。、。f，、，d、、，　b，i。g。・。，P。w，，d，the，，f。r。

Sgtwでかつて脇つ燦棚らず・一錬加㈱・　M。1、e，p、1ce。。。。縛h　be、wee。，。。．（1L　iii．1載2）

拠てからは．Cl・・P・…の1勧か駄どうしても1蹴る　とA。，。。yの問い｝。対し一d・者（：、。。・h、。y，，）が徽るま

こと酬勅い・A・t。ny…tavi…L・pid・・曙闘　，聡で駄く，；勲麹」つてやカ・てA。・・。yはC！・c、ptl・，・

鍬の後・　A・to・yと゜・・aviu・との瀦嬬．鼎a．　蝋・碇らざ猛徽かつ’t．：　CDで舗。

て・Octaviusの愛する姉。・Lavi・がAtS・ripPa　o！・㈱・　A。tiumの戦で陸ヒで轍｝ボA。・。。yは0。t、，i。sの

依つてA・t・・yの後妻となる・・轍策結綱雛とな　軍轍ることが石擁…爽剛勲ので励が，部下衰逸磁欝

つたOctavi・という女はAg・ipP・の諜に伽と，』 @を無下に斥け・C，　C1・。P・t・aの願縮き細tて轡llなる

　　　　　　　　　……take　Antony　　　　　　　　　こと明瞭な海戦をわざわざ挑み，彼女と共にこの戦に謬

　Octavia　to　his　wife；whose　beauty　claims　　　　　　　加し，勝敗のいまだに決しない聞に臆網になつて逃げ讃

　No　wo撃e　a　husband　than　the　best　of　men；　　　　　　る彼女の船の後1を追つて昧方の艦隊を兄捨てた霜霞遁れ

　　ト　Whose　virtue，　and　whose　general　graces，　spei，　k　　　　去つたのであるoこの大敗戦以後彼の遺命は急速に傾い

That　whi・h・・ne　el・e、c・・utt…（11，　ii．127～131）　て行つた。彼はしばらくの間絶躯におちい7・が，やがて

という・ローマの世界では絶世の巽人であり，最も有徳　　　彼女に対して，

の・もつとも立派な婦人であつた。またOctaviusの友　　　　Fall　not　a　tear，　I　say，　one　of　them　rates

人のMaecenasの言葉によれば，　　　　　　　　　　　　　AII　that　is　won　and　lost　l　give　me　a　kiss，

　If　beauty，　wisdom，　mQdesty，　can　settle　　　　　　　　　Even　this　repays　me．（1】1．xi．69～71）

The　hea「t°f　A・t°ny・0・tavi・i・　　　　と雷う。この様P・A・ゆyがR。rn・搬ててEgyp・を

A　bles・ed　1・tt・・y　t・him・（ll・・ii・241～243）　　　選んだからには悲劇となる1課蘭芝には灘1の上であり

とある様に奨人で賢明でしかもしとやかな婦人であつ　　　それを受容せざるを得ないのである。なんとなれば権力

た。しか．しロ　一一マ的世界の最も賢明な美貌な淑徳な婦　　　を理想としてそれを碍るためには愛情をも犠姓とするこ

入でも，生命力の充浴した燃える熱情をたぎらせた，し　　　とを拒まない潜と，恋愛のためには権力をも生命をも敢

かもその官能的熱情はEnob4rbusの言葉にあるように　　　て犠牲としてしまう者とが対立して戦う時には現批酌に

‘her　passions　are　made　of　but　the　finest　part　of　pure　　は必然的に後者の方が敗北することは如何に愚潜であつ
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てもわかりきつたことである。興故にwe　have　kiss！d　　　　　Unto　an　enemy・s　triumph．

away／K｛ngdoms，　alld　provinces，（11L　x．7～8）の結果　　’　　Nay，　weep　not，　gentle　Eros，．t．here．　is　Ieft　us

に陥ることは何人に棚瞭であるからである・　　　　0・rselve・t・e・d。・rselve・，（IV．・i，．1～22）

　　Ant°nyは糊囎こ寛大な気・髄示し・自らの財宝を　と言でい，・・一・…の世界を捨ててEgyptの・IH：界を選んだ

与えて自分の許を去るよr，にと勧める・．　　　Ant。・yはCI・・P・t・a噸力・れて雌にすべて鉄つて

　　　　　　　　　　　　　F「iends・be　g・n・・　　　　しまつたと・搬る。残る1雛々この主従の＝人のみであ

　　1　have　myself「es°1・’d・p。・・c…se・　　　　る．この慨人玄【三とは一膿の如くll・して実体のない無

　　Which　ha・・°・・ed。f　y・u・（11L・i・　8…1°）　　　である．名将と鵬変り行憐のflPf・〈これ墾である。生

と既に意鰍している・やがてA1・・and・i・の野に0・t・一　きるべき・1堺鉄つて衝吸つた人間は1・陶1徽にして

viusと戦つてぽさに消えようとす磯の最後の燃え　死によ・．・・c411cに帰す研に途がない。譜価と灘なる気

上る輝の如く一線よ大勝利を得るが次の海　漿CI・・P・一　著寺になる。拠へMardi・nが登場してC1，。P。t，aが

t「aの艦隊は0・tavi・・の艦i蜘こ戦わずして1獺してし　A・t・nyの名を1・乎びながら死んで行つたと如三に命ぜら

まう・それを見てAnt・nyはCle・P・traが0・tavi・・と　オτたままに伝える。

内通して彼を計【略にかけたのだと早合点し．，入生最高唯i　　Ant．　Unarm，　Eros，　the　long　day，s　task　is　cl　one，

一咽的であつたC1・・P・t・・の翔三でも失つてしまつた　　And　w・m・・t・・1・ep．（IV．・xi・．35～lll6）

と考え・すつかり繊ける・A・t。・y　e’X　CI・。Patra　U・対　A・t。・y　l棚il・1・への執着続全購1ち鵬こと力咄来た，，

して非常な激怒の雷葉を浴びせ，まさに殺そうとす為気　　　Cleopatraの愛を失つていないことを知ると死は忽ち変

r配を派す・彼女は恐れをなレdl麟肋中に隠2．し，鰍し　じて，第四幕ド・卜四∫窮の璽～騒に，

たとAnt°11y　1’こ鷹するように命ずる・A・t・n・臆実　・will・・，，・、ke・hee，　Cl。。P、，，、，。1，d

縦者E「°s．繭つ℃　　　　　　　　W，，pf。，myp、，d。。、　S。　it　nlu、tb，，　f。，。。、v

A”t・ X「°s・th°u　yet　b・h。ld’・t　m・？　　　　　AII・leng・h　i・t。rt・…s｛・ce　the　t・・ch　i，、．、。t，

Eros・　　　　　　　　　　　　　　Ay，　noble　lord．　　　　　　　Lie　d（，wn　and　stray　no　farther。　N（》w　all　labour

』Ant．　Sometime　we　see　a　cloud　that’s　dragonish，　　　　　Mars　what　it　daes：Yea，　very　force　entangles

　　　Avapour　sometime，　Iike　a　bear，　or　Iion，　　　　　　　工しself　with　strength：seal　then，　and　all　is　done，

　　　Atower’d　citadel・apendent　rock・　　　　　　　　　　　Eros！－I　come，　my　queen：－Eros！－Stay　for’me，

　　　Aforked　mountain，　or　blue　pr6m◎ntory　　　　　　　Where　souls　do　couch　on　f】owe∬s，we’11　haRd　ln　hand，

　　　With　t・e・s・p・・’いh・t　n。d・unt・the　w・・ld・　　　A・d　with・・r　sp・ightly　p・・t　m・k・th・gh・・亡・gaze、

　　　And，　mock　our　eyes　with　air．　Thou　hast　seen　　　　Dido，　and　her　AEneas，　shal！want　troops，

　　　　these　signs，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　And：all　the　haunt　be　ours，　Come，　Eros，　Eros！．

　　Th・y…black　ve・p・r”・p・geant・・　　　　　とあるように・極1襲浄土（Ely・1・m）への門となる。（従

Eros・　　　　　　　　　・　　　Ay，　my　lord．　　　　者のErosを呼ぶのであるがこのErosは愛の神Eros

Ant・That　which　is　now　a　horse，　even　with　a　thought　　　の意昧を帯びる。）しかしこのElysiurnに入る門を開く

　　The　rack　dislimns・and　makes　it　indistinct　　　　　にCa　pt「マの枇界の鰻も契点である党己的勇気が必要

　　A・w・te・i・in　water・　　　　　　　　である・C1・・patr・なきこの世は1規であつて来10：こそは

E70s・　　　　　　　　　　It　does，　my　lord，　　　　　光明界である。

A”t．My　9°°d　k・ave　E・…n・w・thy・capt・i・i・　　A・t．　　　　　Si。ce・CI，。P。t，。　di，d，

　　　Even　such　a　b°dy：he・e　1　・m　A・t・n・・　　　Ihave　li・・d　i・・u・h　di・h・n・u・・h・t　th，9。d，

　　　Y”t　cann・t　h・ld　this　vi・ible　sh・p・・r・y・1・nave・　　D・t・・t　my　b・sen…．1，　th，t　with　my，w。，d

　　　I　made　th・・e　w・・s　f・r　Egypt・・nd　th・queen・　　　Qu・・t・r・d　th・w・・ld，・nd・・e・9reen　N，pt。n，・，　b。，k

　　　Wh°se　h・art　1　th・・ght　l　h・d・f…h・h・d・mine：　　With　ship・m・d・・iti・・，・。・d・m。　my、elf，　t。1ack

　　　Which　whilst　it　was　mine，　had　annex’d　uhto’t　　　　　The‘　courage　of　a　woman，　less．noble　mind

　　Aniillion　moe，　now　lost　3　she，　Eros，　has　　　　　　Than　she　which　by　her　death　our　Caesar　tells

　　Pack’d…d・with　C・・・・・…df・1・e－pl・y’d　rny　gl・・y　　“1・m・・nq・・…。f　my・elf．・（IV．・xi・．・“・・｛｝～62）
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この門を開く勇気がRomeの武将だった己にないとは　　　瞥を失わなかつたことに満足しつつ従容としてAntony

何たる恥ぞ。女にも劣る。死を敢行することによつて名　層　は死んで行つたのである。

轡あるローマ的世界もEgyptの世界も共に自己の内に　　　以上述べて来た所によつて明瞭であるようにAntony

生き，同時にまた光明に満ちた永遠の楽土Elysiumに　　　はRomeを捨てEgyptのCleopatraを選んだ蜀初から

入ることも可能となる。璽にその上に，　　　　　　　　　既に悲劇的結末を覚悟して屠り，自ら意識しつつ死への

　Thou　strik，st　not，，tis　Caesar　thou　defeaVst・　　　　　　途を辿り，最後にはローマの世界の葵徳である克己の

　　　　　　　　　　　　　　　（IV・xiv・68）　　　　　　勢気を媒介としてRomeおよびEgyptの両1tl：界な己の

政敵Octavius　Caesarをも打ち破ることになる。其故に　　　心中に生かしながらElysiumの永遠の世界へと悲しみ

Erosに向つて殺してくれとAntonyは言う。此処に暦　　　のうちにも満足して入つて行つたのである。署々ぽ其故

々はAntonyがその死を完全に愛容しているのを見る。　　　にこの悲劇の主人公であるAntQnyの完全なる悲劇憂

結局はErosは敬愛するAntonyを殺し傷ず，彼な刺す　　　容を見ることが禺来る。

べぎ刀で自らを刺して見薯に自殺してしまう。Antony　　　此の悲劇は既1こ述べた如くローマ的世界とエジプト的

は・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界の対立，約雷すれば権力と愛との対立・具体的には

　　　　　　　　　　　　　But　I　will　be　　　　　　　　Octavius　CaesarとCleopatraとの対立抗争の悲劇であ

　Abridegroom　in　my　death，　and　run　into，t　　　　　る。　Cleopatraは動物的な暉錐々感覚官能のみに飽きる妖

　As　to　a　Iover・s　bed．（IV．　xiv．99～101）　　　　　　　　艶な女から雛腐な神の列に加わる程の尊厳を持つた女王

と如何にも官能的な自殺を計る。しかし仕損ずる。其処　　　までの極めて広い幅を特つた女性であつて，絶えず変化

へDiomedesが来てCleopat聰がまだ生きて居り，陵纂　　する存在である。しかしその変化変身の中に不動不変な

に閉ぢ寵つておると告げる。Antonyはその陵塾に運ば　　　るものを持つている。それは相手に愛されることよりも

れる。」血に染つて運ばれて来たAntonyを見てCleopatra　　常に全心全身を距沃つて積撞的に相乎を熱愛することに己

は陵墓の上から叫ぶ。Antonyは苦しい息でこれに答　　　の坐命の発実と恵悦を見繊す性格である。彼女は愛の対

える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象として，相手の死後次々とJulius　Caesar・Gnaeus

Ant．　　　　　　　　　　　　　　　　Peace！　　　　　Pompey，　Antenyと説人の偉入達を持ち，　Julius　Caesar

　　Not　Caesar’s　valour　hath　o’erthrown　Antony・　　　　との聞にCaesarion，Antonyとの間にAlexanderおよび

　　But　Antony’s　hath　triumph’d　on　itself　　　　　　　pto1emyといつた三人の恩子逮を持つたのであるが・－

Clee．　So　it　should　be，　that　none　but　Antony　　　　　　　時に多・数の恋く、を特つようなことは決してしない。この

　　Should　conquer　Antony，　but　w。e’tis　so！　　　　　点においてCle。patraは妖婦かも知れないが・ローマ

　　　　　　　　　　　　　　　　（IV．xv，13～17）　　　　的道徳観に捉われざる限り，署々は彼女を決して娼婦と

とAntonyはCaesarに征服されたのではなくて，自ら　　考えることは出来ない。彼女は恋愛を打堺：的に他の聞納

の勇気が自らに勝を制したのだと言う。極めて悲哀な惰　　　逮成のための手段に用いる様な女では決してない。Ac－一

景の5ちにおいて遂に陵墓の申へ引き上げられる。　　t三umの戦の後Cleopatraは密にOctaviusと結び・運

Cleopatraと最後の接吻をし・彼女に抱かれながら・　　　　命の傾いた情夫のAntonyを滅亡せしめて，己の保身と

ゑ批The　miserable　change　now　at　my　end　　　　　息子達の安泰とを計ろうとしたが・遂に偉人Octavius

　　Lament　nor　sorrow　at：but　please　thoughts　　　　を籠絡することが出来ずに自殺したEgyptのPtvlemy

　　㎏feeding　them　with　those　my　former　fortunes　　　王i言llの最後の女王であると一般に歴史では伝えられてい

　　Wherein　I　liv・d　l　the　greatest　prince　o’the　world，　　る。しかしShakespeareのこの悲劇では内通の点は明瞭

　　The　noblest　l　and　do　now　not　basely　die，　　　　　さを欠いている。がしかしAntonyの彼女に対する激怒

　　Not　cowardly　put　off孤y　helmet　to　　　　　　　　　　　の言葉に対してのCIe◎patraの言動から察すると彼女が

　　My　countryman：aRoman，　by　a　Roman　　　　　　Octaviusと内通してAntonyの没落を計つたとはど5

　　Valiantly▽anquishd，　Now　my　spirit　is　going，　　　しても考えられない。またそ5考えるべきではないと説

　　Ican　no　more．（IV．　xv．51～59）　　　　　　　　　　く学者も居る。　Shakespeareが1醒史上の通説に逆うこと

と臨終時の独特な心理作用である一一生の瞬間的圃顧のう　　　を避けてこの点を曖昧にしたものと思われる。Octavius

ちに如何にも票高な尊厳を取得し，ローマ人としての名　　の使者ThidiasやOc脚iUSに媚びるように装つたのは・
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Antony自身の言葉‘dodge　and　palter　in　the　shift　of　　従つて愛して貰うのではなく，

lowness’（111．　xi．62～63）を実行したまでのことであつ　　　Cleo．　　　　　　　　　　If　you　find　him　sad，

て，決してCleopatraの本心ではなく，それをAntony　　　　Say工am　dancing；if　in　mirth，　report

が誤解して激怒したと解すべぎであろう。それゆえに　　　　　That　I　am　sudden　sick，（1．　iii，　3～5）

Cleopatraは極めて肉欲的ではあるが決して所謂娼婦型　　　とAntonyの’気分の逆をいつて，その心をすつかり捉え

の女としてはこの悲劇では取扱われていないと解すべき　　　ようとするものであつた。Actiumの敗戦も女王がAn一

である。またこの女王の侍女のCharmianもIrasもや　　　tonyの心身を捉えるための一一つの手段であつたとも見

はりト者の雷葉，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方によつてほ考えられないこともない。．女王の愛は，

　You　shall　be　more　beloving　than　belov’d．（1，　ii．22）　　　　　Eternity　was　in　our　lips，　and　eyes，

の様に，女王と同様に愛されるよりも積極的に仙を愛す　　　　Bliss　in　Qur　brows’bent；none　our　parts　so　poor，

る女逮であつて，女王を愛するために女王の叢後の時に　　　　But　was　a　race　of　heaven．（1．　iii，35～37）

殉死するのである。塊yptの世界は変らざる積楓約な愛　　　の様に，肉欲的性愛であるが，それが圃時に永遠なる天

情を～』つて女王を中心として結ばれた批界と見倣すこと　　　国の清い愛でもあつた。AntonyがRorneへ去つた後に

が出来る゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cleopatraカミ彼を偲ぶしをらしい第・一・＾幕蹴場，　Antonyが

　女ヨ三の魅力は街の漿くしさや契貌もさることながら，　　　Octaviaと再婚したとの報知をうけてヒステリーをおこ

繁ろこうした世界の中心存こあつて・Ant。・yを常に裂曖　　して便者に乱暴をする鋸二鞭式賜侠者より0・ヒ・vi・の

しながら絶えず変化をとげて行く不可思謎な力にある。　　　様子な聞いて彼がやがてOctaviaをすてて彼女の許に

Ant．　　　　　　　　　　　　Fie，　wrangling　queen　！　　　帰つてくると1封儒を取奥す第三幕搬場欺ど，いかにも性

　　Whom　every　thing　becomes，　tQ　chide，　tQ　laugh，　　愛に生きる女の姿を如爽に魏わしてい二る。　AntonyはCle－

　　To　weep：how　every　passion　fully　strives　　　　　opatraを艦my　serpent　of　Qld　Nile’（1．　v．25）　と呼んだ

　　To　make　itself，　hl　thee，　fair　and　admired！　　　　のであるが実に適瑚な粛葉である。女ヨ…は大蛇の如く口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Li・48～51）　　人Autonyにく・るぐゐ巻きに巻きつぎ，Antonyの肉体を

とCleopatraはおらゆる行動をAntOnyに美しくすぱ　　　すつかり捕えてし京い，やがて心をも完全に我がものと

らしいものに見せる。もしAntonyが彼女から立ち去　　　なし，燃えたぎつた情炎の妖t．き焔でAnt（》nyも自らも

るようなことがあれば蔵ちに死んでしまう程に弱々しい　　　焼き切つてしまうのである。この女王の魔力は，Eno一

女とも現われることもある。それでEnobarbusはこの　　　barbusの雷藥では，‘she　did　make　defect　perfection，　’

様に言う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（IL　ii，31）であり，またその入物は，

　Cleopatra　catching　but　the／least　nQise　of　this，　dies　　　Age　cannot　wither　her，　nor　custom　stale

instantly．　I　have　seen　her／die　twenty　times　upon　far　　　　Her　infinite　variety；other　women　cloy

p◎orer　moment：Ido／think　there　is　mettle　in　death，　　　　The　appetites　they　feed，　but　she　makes　hungry，

which　commits　some　／　loving　act　upon　her，　she　hath　　　Where　most　she　satisfies．　For　vilest　thi㎎s

such　a　celerity　in／dying．（L　ii．137～142）　　　　　　　　　　Becomes　themselves　in　her，　that　t’he　holy　priests

Cleopatraの愛は官能的であり，性的であり，死までも　　　Bless　her，　when　she　is　riggish．（11．　ii，　235～240）

殆んど性愛的であつた。AntonyはこうしたCleopatra　　永遠の著さ（当時38才であつた）を持ち，習慣もその

の変化はすべて計略で，‘She　is　cunning　past　rnan’s　　無限に多様なる変化の新鮮さを損ねず，他の女と異つて

ヒhought，，（1・　i・　143）だと考えることもあつた。しかし　　　最も惜欲を満足させる場合に益々情欲の渇望を唆り，も

それはCleopatraが相手の心も身も我がものとしてしつ　　つとも品悪しき事どもも女EEが淫がましき時は変じて優

か冨り捉えるための純粋な熱情的愛情から発する手段であ　　　雅なものとなり，ために聖僧も女王に祝福を与えるとい

る。その恋の手練手管は，　　　　　　　　　　　　　　　5不思議なカを持つていた。そのためにAntOnyは

Char．　In　each　thing　give　hiln　way，　cross　him　in　nothing。　　　　You　have　been　a　boggler　ever，

Cleo．　Thou　teachest　Iike　a　fool：the　way　to　Iose　him　　　　　But　when　we　in　our　viciousness　grow　hard－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（LiiL　9～10）　　　　　　O　misery　on，t　n・the　wise　gods　seel　our　eyes，

とあるよ5にAntonyを思うままに振舞わせて，それに　　　　In　our　own　filth　drop　our　clear　juClgements，　make　us
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　Adore　our　errors，1augh　at’s　while　we　strut　　　　　　と決意する。かく決意すると，

　To　Qur　confusion，　（111．　xiii．1ユ0～115）　　　　　　　　　　　　　　　　　My　des⊂｝lation　does　begin　to　Illake

とFi，1ら破溺～に至ることを意識しながらも判陶〒ゴコを失つて　　　　 A　better　life：’tis　paltry　tc》be　Caesar：

どうすることも出来なかつた。Antonyが死ぬ薗：前に女　　　　　Not　beillLIT　F◎rtulle，　he’s　but　Fori：tme’s　l・；n；．Lve・

王は被に需う，　　　　　　　　　　　　　　Aminister　of．　her　will：al｝d　it　is　greaヒ

　　　　　　　　　　　　　　　Not　the　impeごious　show　　　　　　To　do　that　thi1鳩that　erLds　all　othev　deeds，

　Of　the　full－・fortun’d　Caesar　ever　shall　　　　　　　　　Which　shackles　accidents，　and　bolts　up　cht’trlgTe；

　Be　brooch’d　with　me；if　kllife，　drugs，　serpents，　have　　　Which　sleeps　and　never　palntes　Ilユし）re　th¢duug，

　Edge，　sti119，　0r　operation，　I　am　safe　：　　　　　　　　　　　　　　The　beggar’s　nurse　and　Caesar’s．　CV．　ii．1．－711）

　Your　wife　Octavia，　with　her　modest　eyes，　　　　　　　とすべてを失つて閏殺することほ却つて運命のiill禰L！9’ードか

　And　still　conclusion，＄hall　acquire　llo　h（⊃11Qur　　　　　ら脱し、得ることであつて，遮命の下脚．こし．て．ll畦二｛二に権，力

　Demuring　upon　me．（IV，　xv．2：3～29）　　　　　　　　　　　を振5帝ヨ三lc　｝iTち勝つことになるo二とこで1：ll信為ご得て真

女ヨ三は死んでもRomeには屈服しない覚悟である。　　　のヨ三者たるの尊厳な得るに至る；途へと一・．．歩右磁鑓，ること

Antonyが死んでしまうと女王にはこの批1よ豚一舎としか　　　になる。

思われない。この’世に命をながらえる佃1値がない。　　　　　　Oct・ftviusとCleopatraとの争いが策丑幕二賜に」おいて

　　　　　　　　　　　　　　　　　Shall　I　abide　　　　　　展關す観Octaviusは女ヨ三に寛ブ（さな裟つて利己的li’l

　In　this　world，　which　in　thy　absence　is　　　　　　　　的のために女王な生捕に↓．ようとするn

　NQ　be眈er　thall　a　sty？（IV．　xv．60～63）　　　　　　　　　Caes．　Come　hither，　Proculeius．　Go　and　say

そして大小の区別が失われ，渾沌として目に立つ物は何　　　　We　Pu「Pose　he「　no　shame：鍔ive　he「wllat　c〔：）mfQ「ts

にもない。女王の様な強烈な熱愛に身を献じていた女が　　　　The　quality　of　her　passion　shall　requi：e・

その苅’象を1失つたことは珪1身を炎つたことになる。　　　　　Lest・in　her　9「eatness’by　Some　m‘）「tat　sヒ「oke

Antonyの生前自らをVenusやIsisの神々になぞらえ　　　　　She　do　defeat　us・For　her　life　in　Rome

ていた女王にとつては現世の一切は無に帰してしまつた　　　　Would　be　eternal　in　our　triumph・（V・i・61～6（’；）

ことになる。女王はEgyptの世界を否矩し，自己を否　　すなわちOctaviUSは女王叡1三捕にしてROme　t・：　iLk（れ帰

建して謙虚（humility）な気持t／e　t．＃るc，浄化の世界に入　　　るならば・彼の凱旋を無上をこ飾るも【1｛）であり・そオしによ

り始める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つて人心を収欄して永久の勝利を収むること｛・二な拷恥も

α，。．N。m。，eb。t，・，。、w。m、nt　a。d。。mm。nd，d　しそうなれば妊の肝・1・蓮咽冷｝よ懸で乏：・，ろ1｝が・

　　By，u、h　p。。，　passi。n，。，・th，　m。id．th。t　milk，，　EgyptのVt・get一が゜一マの世駄そ磁さ編ことに嫡・

　　A。d　d。e、　th，　mean。、t。h。，e、．　lt　w。，e　f。，　m，　期で両者の騙し合い力胎まる・CI・。P・tr・は！蝿隻敏全

　　丁・th・・w　my・cept・e　at　th。　i。」。，i。。、　g。d、，　　地撒考えて籠つて厭のであるカミ・3獅儲1こよつて

　　T・t・ll・th・m　th。t　thi、　w。rld・did，q。。l　thei，s，　期で撤られる・短刀で鰍を企てたがそ囎刀騰

　　Ti11・h・y　h。d・・t。P。。u・jew，L　AIP、　b。t。、ugh，，　i・れてしまい厳勲囎媛ける該王はR°m，e　i・：　M1

　　P、ti。。ce　is　s。tti，h，　and　imp。ti，。ce　d。。、　　　れて行かオもるぐらいならばHgyptで如∫肱疵を辮

　　Bec。me　a　d。g　th。t・，　m、d　，　th，n．i，．it、i。，　　醜いと喚く・Ant°nyの鰍さや尊厳や気猷さ漱

　　T。，u，h｛。t。　th，、ec，et　h。u，e。f　death　　　王の心中に夢とLてまざまざと思い1．l／l，され倒こる・

　　E・6　d，ath　d、，e，。m・・。。、？（IV，・x。．73～82）　　Hi・face　w・・a・the　h・・ven・…dtl・e・eh・st・・k

女王は死ぬことは罪かと少しく迷うカミ，眼前に。＿マ人　Asun　and　m°°n・whicll　kept　thei「c°u「se　’・　nd　lighted

として立派撮後をとげたA。t・nyの死体を見て元気づ　The　little　O・the　ea「th・

き，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　盟’一｝

　　　　　　　　And　then，　what，s　brave，whaゼs　noble，　　　　His　legs　begtrid　the　ocean，　his　rear’d　arm

　LeVs　do辻after　the　high　RQman　fashion，　　　　　　　　Crested　the　world：his　voice　was　pごopertied

　And　make　death　proud　to　tal｛e　us．（IV．　xvl　86～8S）　　　　As　all　the　tuned　spheres，　and　thaしto　friends：

　とβ一マ的な立派なやり方によつて自殺をとげよう　　　But　when　he　meant　to　quail，　and　shake　the　orb，
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　H・wag．　rattling　th・・d…F・・hi・b・u・ty，　　　　B・11・d…ut・・’t。n，．　The　q。i。k　c。medl。。，

Th・・e　w・…wil・t・・il・’t・an　autumn　’twas　　　E・t…p。rally・will、t。g，　u、，。。d　p，e、e。t

　That　g・ew　the　m・・e　by・e・pi・g・hi・delight・　　　0・・Al…ndrian　revel・・A。t。ny

　W・・ed。lphin－1ike，　tl・・y・h・w’d　hi・baclc・b・ve　　Sh・Il　be’b・。ught　d，。。k，n　f。，th，。。d　l、h、ll・see

　The　elernent　they　lived　in：in　his　livery　　　　　　　　　Some　squeakillg　C工eopatra　l〕oy　my　greatness

　Walk’d　crΩwns　and　cr（》wnets：realms　and　isla！1ds　　　I’the　posture　of　a宙hore，（V．　ii．20G～220）

We「e　d「°PP’d　f・・m　hi・p・ck・t・（V・ii・79～92）　　このような・瞬には到底ill版ら漏もので駄い，洪処

これがCleopatraが心賑［加』献げて愛惜を燃やし．た憧僚　　でCleopatra．は‘TQ　fool　their　prepar’ation，　alld　to

の男性として聖みたAntonyダ）盗であつた。　　　　　　　　conquer／their　most　absurd　intents，　’（V，　ii，224～5）

　C1・。P・tr・を監・1肘るために来た0・t・・i・・のUas下　即ちその準備・や萢こ図を，跡し，打・鰯曳るために，またAn－

Dolabellaが：女三1三の｝眺力に惹かれて好意をよせて同lil｛fし　　　tonyの許に行くために女王としての服装と9，三窟とを取

ていることを知り・彼」の0・t・vi・・a），｝；lll図をウ；・rlる。　　り寄せる。

継つ蝕紅ゆこ　とり『礁価軌゜・tavius嫉心　　＿＿　 b，・。9。。，　c，Qw、、。。d。U．

させて賑鋤礎せて・；と曙渕：搬杜げようとす　　　　　　　．（v．ii．・・：，i2（1～・3エ）

痛繍謙灘灘腿糠灘　膿訟1讐扉織翻
肌た職㈱齢働で・阻て目録にのつて瞭い　↑i穿をそそる・・棚で踊誤処磁以つて聯つて置、、た

燃渕糊こ沢嶋る瑠つて如三の偽螺鰍る・そ　」1醐・閏舗礁糊め籠鮒つて来たと鰍られる。
こでCleDpat「a獣いに繍・このII，…購よ妊醐勤　女王は彼蝋すよ5にと命ずる．　CI，、，，。・，。は薦姻

への繍によつて齢の縮鰍いζR°meへ徹つ　め，撚とじ磁音とレ（峨晦鮒する。
もりで踊かの如慢い・それでO”taviusを騙櫛と　　　　　　Wh、tや。。，。。　i。、，，、m，。t

嚇【1んだ芝駅あると解される・°ctaviusは女王を騙　M、y　d。・n。b1，　deed！h，　b，i。9、　m。　lib，b，y，

したものと思い・実はこの芝1蔀よつてすつかり哺され　　My・e・・1・ti。・…prac・d，・・d　l　h・ve・。thi。9

て満足，して一一・．行と共にひきあげる。Octaviusが油i斯し　　　Of　woman　in　me：now　from　head　to　foot

ている間に女王は自殺することにする。其処へDolabella　　　Iam　mable－c◎nstant：11。w　the　fieeting　mo。11．

ヵ瑛つて来vC　r，女王と息子逮を三日以PヨにR。鵬へ1・13　N・pl・net　i・。f皿｛・・．（V．　ii．鰯～240）

発させることに0・taviu・は決めたと告げて立ち去る・　所謂・極の　轍，カミ此惣こおいて完全に行わaL・C1，。P、t，a

もしCleopat「aがOctavius々こ鷹服すれば如何なる結界　　　は女性としての城を越えてAntonYの偉大性に到逮した

となるか。それは尊厳を墾む女王にとつては地獄であ　　　のである。無花果の鑓の中には毒蛇が隈してあつた。そ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れを持つて来た田禽者がCleopatraと毒蛇に関するヒー

Cleo．　　　　　　Now，　Iras，　what　think’st　thou？　　　マラスな話をしてから帰つて行く。それに続いて厳粛壮

　Thou・an　Egyptian　pupPet　shall　be　shown　　　　　　　重であり，悲壮であるが，それでいて緻喜を一｝i：；わす死の

　ln　RQme　as　well　as　I；mechanic　slaves　　　　　　　場面が展開する。

　With　greasy　aprons・rules・and　hammers　shall　　　　Cleo．　Give　me　my　robe，　put　on　my　crown，工have

　Uplift　us　to　the　view．　In　their　thick　breaths，　　　　　　Immortal　longings　in　me，　Now　no　more

R・nk・f　g・。ss　di・t，・hall　w・b・en・1・itd・d，　　　The」・ice・f　Egypt・s．9r・p・，h。11　m。i、t　thi、】ip。

　And　forc，d　to　drillk　their　vapour，　　　　　　　　　　　　　　　Yare，　Yare，　good　Iras；quick：methinks　I　hear

bas．　　　　　　　　　　The　gods　forbid　！　　　　　　　　Antony　ca11，　I　see　hi皿rouse　hiniself

Cleo．　Nay，，tis　most　cerヒain，　Iras：saucy　lictors　　　　　To　praise　my　noble　act，　I　hear　h｛m　mock

　Will　catch　at　us　like　strumpets，　and　scald　rhymers　　　The　luck　of　Caesat，　which　the　gods　give　me且
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　To　excuse　their　after　wrath。　Husband，　I　come：　　　　What　should　I　stay－一　　　　　　　〔Dies．

　Now　to　that　name，　my　courage　prove　my　title！　　　Char。工nヒhis　vile　world？So　fare　thee　well．

　Iam　fire，　and　air；my　other　elements　　　　　　　　　Now　boast　thee，　death，　in　thy　possession　iies

　Igive　to　baser　life．（V．　ii．279～289）　　　　　　　　　　　　Alass　tmparallel，d．　DQwny　wjndows，　close，

これは悲恋の極地であり，女王としての死装策をして，　　　　And　golden　Phoebus，　never　be　beheld

人間を形成する四元素の5ち土と水との下位の元素をす　　　Of　eyes　again　so　royal！Your　crown，s　awry，

て，尊き元素火と空気とのみに我が身を浄化し，燃え立　　　　1，ll　mend　it，　and　then　play．（V．　ii．308～3工8）

つ愛情をもつて真の嚢として夫の許へ撒つのである・　この悲劇のこの場耐よ楡ここの詩は歎勃みならず世

崇高な死を敢行する蝦をもつて・妊1霊A・t・・yの情　界の何れ倣駒こもその比類観ない人1牒とは，慰われ

婦から脱して彼の艶しての資格を得たのである・妊　ない鮪のものであると喬け騨都ある。契にこの悲

はこの゜一揃死によつて齢に支醗れな噂馳得　劇の場画塊宇1陵も泣かしめるに朋もので踊。恋愛
て永幣死の妊としてE「ysi”mに離するのである・　のために生き，そして鰻のためによ撫ん硯んで行

妊の氷別の拗をして悲しみのた“b　v”死んだエ…を　ったCI，嘔剛よ単に＿女醜過ぎなかつたのである

見て・Cle°pat「aは・　　　　　　　カ・洞lm砒嫌き献な妊と化したのである。この
The　st「°1‘e°f　death　is　as　a　l°ve「’s　pi・・h・　　死敵王の働追つて融翻を囎して殉死して行つ

Which　hurts・　and　is　desir’d・（V．ii，29庄～295）　　た牽赦のCh。，mi、nの諜によ才、ば，

と雷5。死すら女王には官能的であり，恋愛である。
tt、h，　fi，s・mee・the　cu，1，d．A。t。n，，　　　　It　is　wel｝　d°ne・　and　fitti”g　f°「ap「incess

H。’11・，n、ke　d，m、nd。f　h，，，、。d，p，nd　th。t　kiss　　Descended°f　s°many「°yal　kings．（V・　ii・　325～329）

　Which　i・my　heaven　t。　have．（V．　ii．300～302）　　であつた・Cl・・P・t・・腿轍をもつて，この悪しき現世

と冒いながらCleopatraは毒蛇に胸を1凌ませる。　　　　　　から夫Antonyの住む世界へと愛のよろこびを湛えて旅

　　　　　　　　　　　　0，could　thou　speak，　　　　立つために死を愛け容れたのであるo其故にこそ安らか

　That　I　might　hear　thee　call　great　Caesar　ass，　　　　　な美しい死顔をみて・　Octavius　Caesarも1…iらの敗北を

　IJnpolicied　1（V．　ii．　305～307）　　　　　　　　　　　　　1認めて・

と如何にも勝誇つて5れしそうに寺；暴蛇に雪5。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bravest　at　the　last，

Char・　　　　　　　　　　　　Oeastern　star！　　　　　　　　　　　　　　　　She　levell’d　at　our　putposes，　and　being　roya正

Cleo・　　　　　　　　　Peaee，　peace！』　Took　her。wn　way．（Vほi，333～335）

　DQst　thou　not　see　my　baby　at　my　breast，　　　　　　　と雷い，また，

　That　sucks　the　nurse　asleep？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　but　she　looks　Iike　sleep，

Chax　　　　　　　　　　　　　O，　break！0，　break！　　　　As　she　would　cateh　another　Antony

Cleo．　As　sweet　as　balm，　as　soft　as　air，　as　gentle．　　　　　In　her　strong　to｛正of　grace．（V．　ii．　344・w346）

　OAntony！Nay，1will　take　thee　tQo．　　　　　　　　　　とその美しさを称え，　Antonyの傍にCleopatraを厳か

．　　　　　　　〔APPIving　another　aSP　to　her　arm．　　に手厚く葬つたのである。


